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音
楽
と
美
術
か
芸
術
の
大
き
な
分
野
て
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

か
、
こ
の
二
つ
の
分
野
に
つ
い
て
明
治
の
前

半
に
決
定
的
な
方
向
つ
け
か
行
わ
れ
、
そ
れ

か
今
日
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
残
し
て

い
る
こ
と
は
改
め
て
認
識
し
て
よ
い
こ
と

と
思
7
。

明
治
五
年
に
「
学
制
」
か
発
布
さ
れ
、

「
必
ず
邑
（
む
ら
）
に
不
学
の
戸
な
く
、
家

に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」

と
い
う
大
号
令
か
発
せ
ら
れ
た
と
き
、
「
当
分

之
ヲ
欠
ク
，
｝
と
い
う
経
過
規
定
か
付
さ
れ
て

い
た
と
は
い
え
教
科
目
と
し
て
「
唱
歌
」

号

(
S
i
n
g
i
n
g
)

か
掲
け
ら
れ
た
こ
と
は
注
目

5
 
lo

す
へ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
教
貝
養
成

第

制
度
調
査
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た

伊
沢
修
二
は
、
力
の
地
に
お
け
る
唱
歌
教
育

＿
に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
帰
国
後
（
明
治
十

文 ,i t 庁 月 報 (1 0) 

見
方
は
、
い
つ
ま
で
も
「
文
明
開
化
」
の
域

を
抜
け
き
ら
な
い
日
本
文
化
の
特
殊
な
在
り

方
を
物
語
る
も
の
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

。

伊
沢
修
―
-
（
一
八
五
一
年

1
一
九
一
七
年
）

と
し
は
し
は
対
置
さ
れ
る
人
物
に
、
岡
倉
天

心
(
-
八
六
二
年
1
一
九
二
二
年
）
か
あ
る
。

天
心
は
、
伊
沢
よ
り
は
十
歳
は
か
り
若
く
‘

東
京
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
文
部
省
の
音
楽

取
調
掛
で
伊
沢
の
下
で
仕
事
を
し
た
か
、
奔

放
不
藷
な
天
心
の
性
情
と
伊
沢
の
厳
格
主
義

は
相
容
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
伊
沢
を
除
い
て
明
冶
の
音
楽
教
育

か
語
れ
な
い
よ
う
に
、
天
心
を
除
い
て
明
治

の
美
術
教
育
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伊

沢
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
日
本
の
音
楽

を
伝
統
的
音
楽
の
否
定
の
上
に
う
ち
立
て
よ

う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
天
心
は
日
本
の
伝

統
の
上
に
新
し
い
美
術
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
ま
た
、
伊
沢
か
雅
俗
い
す
れ
の
楽
も

採
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
天
心
は
、
文

人
画
や
浮
世
絵
を
排
し
、
狩
野
派
を
も
っ
て

正
統
と
し
た
t

ま
た
、
音
楽
取
調
掛
の
設
置
に
遅
れ
る
こ

と
六
年
目
の
明
治
十
八
年
、
文
部
省
に
図
画

取
調
掛
か
設
け
ら
れ
た
が
r

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の

ほ
か
天
心
や
狩
野
芳
崖
な
ど
が
委
員
と
し
て

こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
委
貝
会
の
報

f
l

う

告
に
は
、
日
本
画
か
西
洋
画
に
奄
も
劣
ら
な

一
年
）
文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
に
対
し
て
、

「
唱
歌
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
目
賀
田
種
太

郎
と
連
名
て
次
の
よ
う
な
上
申
書
を
提
出
し

た
。
す
な
わ
ち
、
上
申
書
は
「
我
国
ノ
音
楽

二
雅
俗
ノ
別
ア
リ
C

其
ノ
雅
卜
称
ス
ル
モ
調

＂＇バ：
f

曲
甚
高
ク
シ
テ
大
方
ノ
耳
二
遠
ク
又
其
ノ
俗

ひ
9‘

ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
謳
曲
甚
卑
ク
シ
テ
其
害
却

ッ
テ
多
シ
。
胴
彰
此
J

如
タ
ニ
テ
ハ
之
ヲ
学

課
ト
シ
テ
施
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
、
西
洋
の

音
楽
に
も
我
か
国
に
適
応
で
き
る
も
の
か
あ

る
か
ら
「
彼
我
和
合
シ
一
種
ノ
楽
ヲ
興
」
す

必
要
が
あ
る
と
述
べ
』
9

そ
し
て
目
賀
田
は
こ

の
「
一
種
／
楽
」
を
「
国
楽
」
と
名
付

け
た
。
こ
う
し
た
経
過
か
あ
っ
て
、
明
治
十

二
年
に
文
部
省
に
音
楽
取
調
掛
（
後
に
束
京

音
楽
学
校
に
発
展
す
る
）
か
設
け
ら
れ
、
そ

こ
を
中
心
に
多
く
の
小
学
唱
歌
か
作
ら
れ
た

か
、
こ
れ
ら
は
今
日
な
お
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。

い
こ
と
、
西
洋
画
の
採
用
は
日
本
固
有
の
美

術
思
想
を
破
壊
す
る
こ
と
、
線
の
微
妙
を
尊

ん
で
、
鉛
筆
よ
り
毛
箪
を
用
い
る
べ
き
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
芸
術
大
学
は
、
本
年
創

立
九
十
年
を
迎
え
る
が
（
ち
な
み
に
天
心
ら

か
発
刊
し
た
「
国
華
」
は
本
年
千
号
と
な
っ

た
）
、
そ
の
前
身
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
は
、

明
治
二
十
年
浜
尾
新
を
校
長
事
務
取
扱
と
し

て
発
足
し
、
―
―
卜
三
年
天
心
か
―
―
十
九
歳
て

校
長
と
な
っ
た
。
同
校
は
、
は
じ
め
日
本
画

と
彫
刻
と
美
術
工
芸
の
三
科
を
も
っ
て
発
足

し
、
西
洋
画
科
か
設
け
ら
れ
た
の
は
明
治
―
―

十
九
年
に
な
っ
て
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
東
京
芸
術
大
学

の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
は
、
伊
沢
修

―
一
を
初
代
校
長
と
し
て
明
治
二
十
年
洋
楽
科

を
も
っ
て
発
足
し
、
邦
楽
科
が
本
科
と
し
て

認
め
ら
れ
た
の
は
、
漸
く
昭
和
十
一
年
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

a

結
局
、
音
楽
の
世
界
に
お
い
て
は
、
美
術

の
世
界
に
お
け
る
天
心
の
こ
と
き
人
物
は
出

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
伊
沢
と
い
う
い
わ

は
開
明
派
の
巨
人
が
永
く
斯
界
に
影
堀
を
与

え
て
き
た
の
で
あ
る
。
天
心
が
望
ん
だ
と
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
し
九
代
目
市
川
団
十

郎
が
音
楽
学
校
の
教
授
に
起
用
さ
れ
て
い
た

な
ら
ば
、
音
楽
界
の
情
況
は
あ
る
い
は
変
わ

っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

安

嶋

伊
沢
修
二
と
岡
倉
天
心

擁

文
化
庁
長
宮
）

し
か
し
、
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
の
曲
か
ス
ペ
イ

ン
民
謡
で
あ
り
、
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」

か
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ン
ク
・
ル
ソ
ー
の
作
曲
と

い
わ
れ
、
「
す
ず
め
の
お
や
と
」
の
曲
か
フ
ラ

ン
ス
民
謡
で
あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
「
蛍
の
光
」
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
民
謡

A
u
l
d

L
a
n
g
 
S
y
n
e

の
曲
で
あ
り
‘

「
菊
」
す
な
わ
ち
例
の
「
庭
の
干
草
」
は
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

T
h
e
L
a
s
t
 
R
o
s
e
 of 

S
u
m
m
e
r
の
曲
で
あ
り
、
「
故
郷
の
空
」
は
、

ス
コ
ゾ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

C
o
m
i
n
g
T
h
r
o
w
g
h
 

t
h
e
 
R
y
e
の
曲
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
中
等
唱

歌
〗
埴
生
の
宿
」
の
曲
は
、
イ
キ
リ
ス
人
ヒ

シ
ョ
ソ
プ
の

H
o
m
e
,

S
w
e
e
t
 
H
o
m
e
の
曲

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
部
省
唱
歌
で
は
な
い

か
、
「
真
白
き
富
士
の
嶺
」
で
は
じ
ま
る
「
七

里
浜
の
哀
歌
I

は
ア
メ
リ
カ
入
ガ
ー
ド
ン
作

曲
の

W
h
e
n
w
e
 A
r
r
i
v
e
 
al 
H
o
m
e

の

曲
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
欧
米
の
歌
曲
か
「
換
骨
奪
胎
」

以
上
の
変
形
を
受
け
な
か
ら
、
な
お
新
し
い

生
命
を
得
て
、
日
本
人
の
皿
肉
と
な
っ
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
見
事
と
い
う
は

か
は
な
り
ま
た
、
こ
う
し
た
西
洋
音
楽
の

摂
取
は
、
単
純
な
欧
米
文
化
の
心
酔
か
ら
て

は
な
く
、
伝
統
的
な
道
徳
思
想
を
踏
ま
え
、

国
を
憂
え
る
真
情
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
歌
詞
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
ち
ょ
う
ち
ょ

、
口
は
「
桜
の
花
の
栄
ゆ
る
御
代
に
」
遊
ん

だ
わ
け
で
あ
る
し
、
「
菊
」
は
、
「
人
の
操
も
か

竹
内
好
も
い
う
よ
う
に
文
明
開
花
の
大
勢

の
中
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
天
心
の
「
保

守
性
は
じ
つ
は
戦
闘
的
、
革
新
的
で
」
さ
え

あ

あ

あ
っ
た
。
「
鳴
呼
西
洋
開
花
ハ
私
欲
ノ
開
花
ナ

リ
。
私
欲
ノ
開
花
ハ
道
徳
ノ
心
ヲ
損
シ
、
夙

雅
の
情
ヲ
破
り
、
人
身
ヲ
シ
テ
一
箇
ノ
射
利

器
械
タ
ラ
シ
ム
」
と
い
う
天
心
の
言
葉
は
今

日
に
も
通
用
し
そ
う
て
あ
る
。
現
代
の
日
本

文
化
が
「
文
明
開
化
」
の
末
裔
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な

し

。
こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
今
日
、
美
術
の
世

界
に
お
い
て
は
、
絵
画
て
も
彫
刻
て
も
、
和

洋
の
間
に
あ
る
種
の
均
衡
か
保
た
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
音
楽
の
世
界
で
は
、
ピ
ア
ノ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
琴
、
三
味
線
の
普
及
状
況

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
洋
楽
の
方
が
優
勢
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
昨
年
秋
の
天
皇
陛
下
御
在
位

五
十
年
の
記
念
式
典
の
音
楽
か
ほ
と
ん
ど
洋

楽
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

二
千
年
の
文
化
の
伝
統
を
も
つ
国
の
公
式
行

事
で
、
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な
曲
目
の
選
択

か
行
わ
れ
た
か
。
こ
う
し
た
選
択
も
結
局
は

音
楽
に
関
す
る
一
般
の
認
識
の
現
れ
て
あ
ろ

゜

f

つ
音
楽
の
世
界
に
お
い
て
は
、
天
心
に
相
当

す
る
者
は
つ
い
に
現
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

＊
 

＊
 
＊
 

＊
 

く
て
こ
そ
」
と
秋
の
霜
に
た
え
る
白
菊
の
孤

涵
を
た
た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
故

郷
の
空
」
は
異
郷
に
あ
っ
て
父
母
、
兄
弟
の

慈
愛
を
思
う
心
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
唱
歌
敦
育

は
、
学
校
教
育
の
場
か
ら
日
本
の
伝
統
音
楽

を
す
べ
て
排
除
し
て
し
ま
っ
た
。
雅
楽
は
宮

廷
や
社
寺
に
、
俗
曲
俗
謡
は
庶
民
や
遊
去
の

世
界
に
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
ぶ
子
校
唱
歌
、

校
門
を
出
ず
」
と
い
う
反
面
、
雅
俗
の
伝
統

音
楽
は
、
校
門
に
入
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
排
仏
毀
釈
や
伝
統
音
楽
の
否

定
を
伴
っ
た
「
文
明
開
化
」
は
ま
さ
に
「
文

化
大
革
命
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
学
校
教
育
に
、
鑑
賞
教
材
と
し
て
て
は
あ

る
が
箪
曲
「
六
段
」
、
「
今
様
」
（
中
世
歌
曲
）

民
謡
「
追
分
」
、
長
唄
「
越
後
獅
子
」
、
雅
楽

「
越
天
楽
」
か
採
用
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や

（
＜
昭
和
三
十
三
年
の
学
習
指
海
要
領
改
訂
の

際
に
至
っ
て
で
あ
っ
た
。

今
日
、
音
楽
会
に
行
'.1
と
、
聴
衆
の
大
部

分
は
若
い
人
々
で
あ
り
、
そ
し
て
百
年
、
百

五
十
年
以
上
も
前
の
西
欧
の
シ
ン
ブ
ォ
ニ
ー
、

オ
ペ
ラ
、
歌
曲
な
ど
か
愛
好
さ
れ
て
い
る
。

私
も
、
そ
の
愛
好
者
の
一
人
で
あ
る
か
、
し

か
し
、
こ
う
し
た
洋
楽
愛
好
か
天
下
の
大
勢

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
一
般
に
、
当
た
り

前
の
こ
と
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
奇
妙
な

こ
と
の
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

伊
沢
と
い
え
ど
も
新
し
い
「
国
楽
」
の
創
造

を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と

お
り
て
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
音
楽
は
、

果
た
し
て
と
の
よ
う
な
道
を
た
ど
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
（
五
二
こ
二

'
1
0
)

〈
参
考
文
献
＞

国
立
教
育
研
究
所
『
日
本
近
代
教
育
百
年

史
』
、
吉
川
英
史
『
日
本
音
楽
の
歴
史
』
、
山
住

正
己
『
唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』
、
閻
伊

玖
磨
・
小
泉
文
夫
『
日
本
音
楽
の
再
発
見
』
、

井
上
武
士
編
『
日
本
唱
歌
全
集
』
、
竹
内
好

『
岡
倉
天
心
』
（
『
日
本
の
思
想
家
』
の
う
ち
）
、

木
下
長
宏
『
岡
倉
天
心
』
、
金
子
書
房
『
美
術

教
育
講
座
』
（
原
理
編
）

な
お
、
天
心
の
協
力
者
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と

い
う
ア
メ
リ
カ
人
か
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら

れ
て
い
る
か
、
伊
沢
の
協
力
者
に
は
メ
イ
ソ

ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
の
い
た
こ
と
を
附
記

し
て
お
く
。
ま
た
、
我
が
国
の
近
代
音
楽
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
、
学

校
唱
歌
の
ほ
か
、
軍
楽
、
軍
歌
と
キ
リ
ス
ト

教
音
楽
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。



ヵ：日事削と什てえのよ昭論 0 分夕〈 O
ここ

支本外をも半まよ頻る和＇元巻お 1 り本
持人てまな以でうを調ニ-頭顕ビ“号
をはもげい外無と探査—|·- tーにいユをか
与こめてクの理するを八:,Iよす！連ら
えこ人、無 1こなるこ行年だ、るア，1也；編
て一ど ）1I!ルと仕試とつ以

し、林。
た知 Iし美

い買う仕なで事·みにて米っ—， のて 1，1:I
るしを ·cI•i・諜人をは卜い五 し 柏い館
のて見を長のさ面りる年

・統夫
、計氏

原〈・
は二るさよめせ白‘がお れ : I喝
典十人せりんるい日 . @c 数の し‘

て物

味年情るもとこ゜本日 1竺理＇’ '：館
-i/f " 叶—j'I-． 

深間課‘‘うと規人本同元俎： さし文
い‘長し時をも則を人し几 i：り んた化所・
-°八のかにみなをつの設一、日 に゜施
大割方しはるし、まか拍~問し本 ‘イ設

-方を仕規こかげま団には:--:ここご～～-—

．
 広

告

の

問

合

せ

・

申

込

み

先

―

『

株

式

会

杜

き

ょ

う

せ

い

営

業

課

・

-
T
E
L
(
O
＝
一
三
六
八
ー
ニ
ニ
四
一
（
代
表
）
＂

999999999999999999999999999·9999999999,

'
•9999999 

-

「

文

化

庁

月

報

」

六

月

号

＿

（
通
巻
第
一

0
五
号
）

昭
和
5
2年
6

月

2
5日
印
測
•
発
行

函

凡

文

化

庁

-Too東
京
都
千
代
田
区
ん
か

Ill3
丁
目
2
番
2
号

発
行
所
株
式
会
社
き
ょ
う
せ
い

本
社
〒
附
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
4
爵
12
号

営
業
所
〒
161
東
京
都
新
宿
区
西
IijI
町
52
辟

地

一

電
話

(O-
】
-
｝
二
六
八
1

ー
ニ
四
一
（
代
表
｝

似

替

口

座

東

京

I
L
I
ー
六
一
爵

印

刷

所

翻

行

政

学

会

印

剥

所

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

、、
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

-

定
価
・
一
五

0
円
（
送
料
二
九
円
）
．

年
間
購
読
料
一
、
八

0
0
円

一

.

'

 

集

後

記


	文化庁月報（第105号：1977年6月）
	・伊沢修二と岡倉天心（安嶋彌）
	・奥付




